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町認定こども園どんぐり発表会

改修が進む町民センター

主
な
事
業

（
一
般
会
計
）

本
年
度
は
こ
ん
な
仕
事
を
し
ま
す

平
成
30

年
度

　
　
　
ま
ち
の
予
算

主
要
事
業

平
成
30
年
度
の
予
算
額
は
、
前
年
度
の
当
初
予
算
に
比
べ
て

一
般
会
計
で
２
億
７
，
３
０
７
万
１
千
円
（
２
・
８
％
）
の
増
加
、

特
別
会
計
合
計
で
１
億
３
，
５
９
４
万
４
千
円
（
４
・
１
％
）
の
減
少
、

企
業
会
計
合
計
で
５
６
１
万
０
千
円
（
０
・
３
％
）
の
減
少
、

総
額
で
は
10
億
５
，
５
１
４
万
８
千
円
（
０
・
９
％
）
の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳出
101億8,984万3千円

土木費(16.1％)
16億4,502万5千円

農林水産業費(14.1%)
14億3,769万4千円

職員費(13.1%)
13億3,876万7千円

民生費(12.6%)
12億8,334万9千円

公債費(11.6%)
11億7,975万6千円

教育費(8.2%)
8億3,798万0千円

衛生費(8.0%)
8億1,329万7千円

消防費(6.4%)
6億4,766万9千円

総務費(6.1%)
6億2,054万2千円

商工費(2.7%)
2億7,201万5千円

議会費(0.6%)
6,386万7千円

災害復旧費（0.4%）
4,334万6千円

その他(0.1%)
653万6千円

その他の依存財源（0.5％）
　　　　　5,804万5千円

地方消費税交付金（1.4％）
1億3,712万1千円

地方譲与税（1.5％）
1億4,802万9千円

道支出金（4.9％）
4億9,398万2千円

国庫支出金（6.2％）
6億3,541万5千円

町債（18.2％）
18億5,928万2千円

地方交付税（41.0％）
41億8,225万6千円

その他の自主財源（0.4％）

寄附金（0.7％）

分担金及び負担金（1.0％）

使用料及び手数料（1.6％）

諸収入（4.9％）

4,209万8千円

7,000万3千円

1億0,429万1千円

1億6,022万5千円

4億9,746万6千円

町税（8.5％）
8億6,212万0千円

繰入金（9.2％）
9億3,951万0千円

依
存

財
源

73.7

歳入
101億8,984万3千円

自主
財

源
2
6
.3
％

％

総額101億8,984万3千円

一般会計の内訳

ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
推
進
事
業

４
３
３
１
万
７
千
円

　

寄
附
金
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
に
よ
る
収
入

シ
ス
テ
ム
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

寄
附
申
込
シ
ス
テ
ム
・
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
・
寄

附
受
付 

・
入
金
・
顧
客
・
配
送
・
在
庫
管

理
を
包
括
的
に
行
う
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、

ふ
る
さ
と
納
税
（
ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附

金
）
を
さ
れ
た
方
へ
の
お
礼
と
し
て
足
寄
町

の
特
産
品
を
贈
呈
し
、
寄
附
金
収
入
の
確
保

お
よ
び
本
町
の
特
産
品
を
全
国
に
向
け
て
Ｐ

Ｒ
し
ま
す
。

補
助
金
を
支
出
、
②
足
寄
高
等
学
校
を
卒
業

し
て
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
へ
入
学
す
る
方

に
対
し
修
学
資
金
を
貸
付
、
③
介
護
職
員
初

任
者
研
修
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
研
修

を
町
内
で
開
催
、
④
介
護
福
祉
士
の
資
格
を

取
得
す
る
た
め
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

保
護
者
負
担
金
無
償
化
事
業

４
０
４
７
万
６
千
円

　

各
保
育
所
、
家
庭
的
保
育
事
業
、
学
童
保

育
所
の
保
護
者
負
担
金
を
補
助
し
、
無
償
化

を
す
る
こ
と
で
子
育
て
の
支
援
を
図
り
ま
す
。

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
導
入
支
援
事
業

２
億
７
０
０
０
万
０
千
円

　

町
農
業
協
同
組
合
が
事
業
主
体
と
な
り
芽

登
地
区
に
建
設
を
進
め
て
い
る
集
約
型
の
バ

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
に
つ
い
て
、
資
源
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
循
環
に
よ
る
循
環
型
農
業

の
確
立
お
よ
び
地
域
経
済
の
振
興
を
図
る
た

め
、
プ
ラ
ン
ト
建
設
に
対
し
補
助
を
行
い
ま

す
。

町
民
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

２
億
９
３
４
４
万
３
千
円

　

平
成
31

年
度
ま
で
に
「
図
書
館
化
」
を
中

心
と
し
た
各
会
議
室
等
の
改
修
を
進
め
る
と

と
も
に
、
多
目
的
ホ
ー
ル
照
明
施
設
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
や
劣
化
が
著
し
い
外
壁
、
外
装
等
の
改

修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
本
年
度
は
多
目
的

ホ
ー
ル
、
和
室
、
ト
イ
レ
等
の
改
修
を
実
施

し
ま
す
。

住
環
境
・
店
舗
等
整
備
補
助
金

８
０
０
０
万
０
千
円

　

住
宅
、
中
古
住
宅
の
購
入
、
店
舗
・
事
務

所
等
を
対
象
に
、
町
内
建
設
業
者
等
に
よ
り

新
築
・
改
修
・
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
を
行

う
者
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
、
定
住
人
口

確
保
お
よ
び
地
域
経
済
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
30

年
度
か
ら
、
賃
貸
住
宅
、
住

宅
外
構
舗
装
、
カ
ラ
マ
ツ
材
利
用
住
宅
等
を

追
加
し
ま
す
。

介
護
人
材
確
保
対
策
事
業

５
９
５
万
２
千
円

　

町
内
の
介
護
保
険
施
設
や
障
が
い
者
福
祉

施
設
で
働
く
人
材
の
確
保
の
た
め
、
①
新
た

に
町
内
施
設
へ
就
職
す
る
方
を
対
象
と
し
て
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昨年度の海外研修派遣事業

町民栄誉賞が贈られる

昨年完成したふわふわドーム

学校給食の様子（足寄小学校）

（
特
別
会
計
）

（
企
業
会
計
）

水
道
工
事
費

（
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
）

配
水
設
備
工
事
費

（
上
水
道
事
業
会
計
）

建
設
改
良
費

（
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計
）

公
共
下
水
道
管
渠
等
整
備

（
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

 

７
２
５
７
万
６
千
円

　

足
寄
簡
易
水
道
各
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、

監
視
体
制
強
化
の
た
め
、
遠
隔
監
視
シ
ス
テ

ム
の
整
備
等
を
行
い
ま
す
。

 

８
７
３
４
万
６
千
円

　

道
路
改
良
工
事
な
ど
に
伴
う
排
水
管
の
移

設
・
拡
張
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

 

４
１
２
６
万
４
千
円

　

多
項
目
自
動
血
球
分
析
装
置
等
の
医
療
機

器
の
購
入
お
よ
び
空
調
設
備
の
改
修
を
実
施

し
ま
す
。

 

４
億
３
１
８
８
万
８
千
円

　

管
渠
新
設
工
事
、
下
水
終
末
処
理
場
更
新
、

管
渠
実
施
調
査
設
計
等
を
実
施
し
ま
す
。

里
見
が
丘
公
園
整
備
事
業

１
億
５
１
１
９
万
１
千
円

　

「
里
見
が
丘
公
園
再
整
備
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
、
新
た
な
観

光
資
源
と
し
て
さ
ら
な
る
活
用
を
目
的
に
再

整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
に
続
く
目

玉
遊
具
と
し
て
「
お
山
の
遊
具
」
工
事
を
29

年
度
に
引
き
続
き
実
施
し
、
幼
児
用
遊
具
も

併
設
し
ま
す
。

足
寄
町
学
習
塾
運
営
経
費

３
５
１
９
万
２
千
円

　

足
寄
高
等
学
校
の
生
徒
の
学
力
向
上
を
支

援
し
、
同
校
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、

足
寄
町
学
習
塾
の
運
営
を
行
い
ま
す
。

足
寄
高
校
生
海
外
研
修
派
遣
事
業

３
０
８
６
万
５
千
円

　

足
寄
高
等
学
校
の
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

を
支
援
し
、
足
寄
高
等
学
校
存
続
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
、
足
寄
高
等
学
校
第
1

学

年
を
姉
妹
都
市
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
に
派

遣
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
中
心
と
し
た
研
修

に
よ
り
国
際
社
会
に
対
応
す
る
豊
か
な
人
間

育
成
を
図
り
ま
す
。

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
補
助
事
業

３
６
３
万
３
千
円

　

㈱
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
に
基
づ
き
、
町
民
ス
ポ
ー

ツ
・
健
康
づ
く
り
事
業
を
開
催
し
ま
す
。
ま

た
、
開
町
１
１
０
年
記
念
事
業
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

学
校
給
食
費
無
償
化
事
業

２
４
２
８
万
５
千
円

　

学
校
給
食
費
の
保
護
者
負
担
金
を
補
助
し
、

無
償
化
を
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
の
支
援
を

図
り
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
（
デ
ジ
タ
ル
化
）

施
設
更
新
事
業

３
億
４
４
２
２
万
０
千
円

　

平
成
30

～
31

年
度
の
２
カ
年
計
画
で
防
災

行
政
無
線
を
更
新
し
、
併
せ
て
個
別
受
信
機

を
全
戸
に
配
備
し
ま
す
。

祝  野
中正造

さ
んギネス世界記録®

「存命中の世界最高齢の男性」
　

４
月
10

日
に
野
中
正
造
さ
ん

（
茂
足
寄
）
が

１
１
２
歳
２
５
９
日
で
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
「
存

命
中
の
世
界
最
高
齢
の
男
性
」
に
認
定
さ
れ
、

野
中
温
泉
で
ギ
ネ
ス
ワ
ー
ル
ド
レ
コ
ー
ズ
ジ

ャ
パ
ン
小
川
エ
リ
カ
代
表
か
ら
公
式
認
定
証

が
野
中
さ
ん

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
記
録

は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ヌ
ニ
ェ
ス
・
オ
リ
ヴ

ェ
イ
ラ
さ
ん

（
ス
ペ
イ
ン
）
が
本
年
１
月
29

日

に
１
１
３
歳
47

日
で
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
を

受
け
て
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

野
中
さ
ん

は
明
治
38

年
（
１
９
０
５
年
）
７

月
25

日
に
釧
路
国
足
寄
村
で
生
ま
れ
、
農
業
、

林
業
等
を
経
て
雌
阿
寒
岳
の
麓
で
約
１
０
０

年
続
く
「
野
中
温
泉
」
を
経
営
。
現
在
は
、

自
宅
兼
旅
館
で
長
男
の
妻
・
德
子
さ
ん

と
孫
・

祐
子
さ
ん

と
生
活
し
、
普
段
は
車
椅
子
を
使
用

し
て
身
の
回
り
の
基
本
的
な
こ
と
は
自
分
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
報
道
機
関
が
集
ま
っ
た
10

日
、
公

式
認
定
証
を
受
け
取
っ
た
野
中
さ
ん

は
、
指
で

Ｖ
サ
イ
ン
を
つ
く
り
笑
顔
を
う
か
べ
て
い
ま

し
た
。
町
か
ら
お
祝
い
に
花
束
や
ケ
ー
キ
が

贈
ら
れ
る
と
、
甘
い
も
の
に
目
が
な
い
野
中

さ
ん

は
ス
プ
ー
ン
で
ケ
ー
キ
を
口
に
運
び
「
お

い
し
い
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
認
定
を
受
け
て

安
久
津
勝
彦
町
長
か
ら
本
町
第
一
号
で
あ
る

町
民
栄
誉
賞
が
贈
ら
れ
、
役
場
前
に
は
世
界

最
高
齢
を
祝
し
た
懸
垂
幕
が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
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3.3人

足
寄
町
生
活
支
援
・
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
整
備
事
業

　

国
は
、
平
成
27
年
４
月
に
介
護
保
険
法
を

改
正
し
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
地

域
に
お
け
る
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
の
「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」

を
全
市
町
村
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
本
町
は
平
成
29
年
４
月
か

ら
「
足
寄
町
生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
提
供
体
制
整
備
推
進
協
議
体
（
以
下
「
協

議
体
」
と
い
い
ま
す
）
」
の
設
置
、
平
成
30

年
４
月
か
ら
は
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
の
配
置
な
ど
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
た

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
業
の
背
景

　

日
本
の
65

歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
平
成

29

年
10

月
１
日
現
在
で
３
，
５
１
５
万
２
千

人
と
な
り
、
高
齢
化
率
27

・
７
％
と
過
去
最

高
と
な
り
ま
し
た
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
の
推
計
に
よ
る
と
、
こ
の
数
は

今
後
も
上
昇
が
続
き
、
団
塊
の
世
代
が
75

歳

以
上
と
な
る
平
成
37

年
に
は
、
高
齢
者
は
３
，

６
５
７
万
人
で
高
齢
化
率
は
30

・
３
％
に
な

る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
65

歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
、
平

成
30

年
３
月
末
日
現
在
で
２
，
７
０
７
人
、

割
合
は
38

・
７
％
と
、
全
国
平
均
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
が
進
む
こ
と
で

生
じ
る
大
き
な
問
題
の
一
つ
が
、
高
齢
者
ら

を
支
え
る
人
材
の
不
足
で
す
。
日
本
全
体
で

考
え
る
と
、
平
成
27

年
に
75

歳
以
上
の
高
齢

者
１
人
を
５
・
７
人
で
支
え
て
い
た
の
に
対

し
て
、
平
成
37

年
に
は
３
・
９
人
、
平
成
52

年
に
は
３
・
３
人
と
、
支
え
る
側
が
減
り
続

け
る
と
推
計
さ
れ
ま
す
。
本
町
で
は
、
平
成

27

年
の
時
点
で
既
に
75

歳
以
上
の
高
齢
者
１

人
を
支
え
る
側
が
３
・
２
人
し
か
お
ら
ず
、

平
成
37

年
に
は
２
・
３
人
、
平
成
52

年
に
は

２
・
０
人
ま
で
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
国

は
、
生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
推
進
し
、
全
国
の
市
町
村
に
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
協
議
体
を
設
置
し
て
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
多
様
な
主
体
に
よ

る
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等
の
担
い
手
の
養
成
、
介
護
予
防
の
実

施
等
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
は

　

地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
生
活
支
援
・
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
体
制
整
備
の
中
心
と
な
り
、

サ
ー
ビ
ス
資
源
開
発
や
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
、
地
域
の
支
援
ニ
ー
ズ
と
サ
ー
ビ
ス

提
供
主
体
を
繋
げ
る
な
ど
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
業
務
を
行
い
ま
す
。
本
町
で
は
、
４
月
か

ら
協
議
体
で
選
ば
れ
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
マ

サ
ポ
ー
ト
え
ぷ
ろ
ん
」
に
業
務
を
委
託
し
て

い
ま
す
。 平成52年

75歳以上１人

に対しては

15～74歳は

〇単身世帯等が増加し、支援を必要とする軽度の高齢者が増加する中、生活支援の必要性が増加。ボラ

ンティア、ＮＰＯ、民間企業等の多様な主体が生活支援・介護予防サービスを提供することが必要。

〇高齢者が、社会参加・社会的役割を持つことが生きがいや介護予防につながる。

〇生活支援・介護予防サービスの充実に向けて、ボランティア等の生活支援の担い手の養成・発掘等や

そのネットワーク化などを行う「生活支援コーディネーター」の配置などについて、介護保険法の地

域支援事業に位置づける。

【厚生労働省老健局振興課】介護予防・日常生活支援総合事業の基本的な考え方より

生活支援の担い手

としての社会参加

〇住民主体、ＮＰＯ、民間 

企業等多様な主体による

サービス提供

・見守り、安否確認

・買い物、調理、掃除

・外出支援　等

〇現役時代の能力を活かした

活動

〇興味関心がある活動

　・一般就労、起業

　・趣味活動

　・健康づくりや地域活動

　・ボランティア活動　等

3.9人

平成37年

75歳以上１人

に対しては

15～74歳は
5.7人

平成27年

75歳以上１人

に対しては

15～74歳は

介護予防の

効果をいかに

高めるか

限られた人材を

いかに有効に

活用するか

生活支援・介護予防サービスの充実と高齢者の社会参加

地域住民の参加

高齢者の社会参加生活支援・介護予防サービス

五十嵐 真穂さん

ママサポートえぷろん

　

地
域
に
は
、
き
っ
と
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
や
困
り
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
一
つ
一
つ
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
足
寄
を
住
み
よ
い
町
に

し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
お
話
を
聞
か
せ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

◆
本
町
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
紹
介
し
ま
す

今
後
の
取
組
み

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
の
情
報
交
換
や
意
見
交

換
を
通
じ
て
、
地
域
の
課
題
や
こ
れ
か
ら
目

指
す
方
向
性
の
共
有
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
声
を
「
協
議
体
」
で
共
有
し
、
課
題

解
決
に
必
要
な
取
組
み
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を

老
人
ク
ラ
ブ
や
自
治
会
の
集
ま
り
に
参
加
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

普
段
の
買
い
物
の
乗
合
せ
や
ゴ
ミ
出
し
の

手
伝
い
も
、
実
は
立
派
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
無
理
の
な
い
範
囲
で
出
来
る
資
源

を
一
つ
一
つ
増
や
し
て
い
く
、
皆
で
支
え
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

詳　

細

　

役
場
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
担
当

 

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
１
３
１

足寄町では2.0人足寄町では2.3人足寄町では3.2人

※平成31年は改元年ですが、新元号が未発表のため本記事では同年以降も平成と表記しています。

「
協
議
体
」
と
は

　

多
様
な
主
体
間
の
定
期
的
な
情
報
共
有
お
よ

び
連
携
強
化
、
協
働
に
よ
る
資
源
開
発
等
を
推

進
す
る
た
め
に
市
町
村
が
主
体
と
な
り
組
織
し
、

本
町
で
は
「
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
」
「
自
治
会

連
合
会
」
「
社
会
福
祉
協
議
会
」
「
高
齢
者
就
労

セ
ン
タ
ー
」「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」「
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
」
等
に
参
加
を
依
頼
し
て
、

平
成
29

年
４
月
か
ら
議
論
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
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まちかどまちかどまちかど

8

写真をご希望の方は広報広聴担当まで

消費拡大を図る
　足寄消費者協会（遠藤総一会長）主催によ

る第43回町消費生活展が町民センターで開か

れました。会場では、町民から提供されたリ

サイクル品のショッピングコーナーや農畜産

物消費拡大コーナー、郷土物産展示即売コー

ナーなどが設けられ、大勢の人がお気に入り

の品々を買い求めていました。

応援のお礼に
　昨年６年ぶりに夏の甲子園十勝支部予選に

単独チームとして出場した足寄高等学校野球

部の齋藤史人主将（３年）らが昨年の町から

支援のお礼と今年の出場に向けた報告をしま

した。出場記念の写真パネルを届け「公式戦

１勝を目指して頑張ります」と力強く今季の

抱負を語りました。

3/25

4/6

4/4中山間事業を学ぶ
　町内の中山間地域への理解を深めるための

「中山間事業パネル展」が、町民センターロ

ビーで開催されました。会場では町内32の集

落農業推進会議が創意工夫し、条件不利地を

跳ね返すための、さまざまな事業内容がパネ

ルで展示され、来館者は中山間地域の集落活

動について理解を深めました。

　春の火災予防運動に併せ、足寄消防署（大

竹口孝幸署長）と足寄消防団（奥泉圀博団長）

が防火パレードと街頭防火ＰＲを行いました。

ＰＲ活動では女性消防団員らが町内３カ所に

分かれて、火災予防のタスキをかけ、買い物

客などにポケットティッシュなどを手渡し、

火災予防を呼びかけました。

火災予防を呼びかける 4/20

４．２　町認定こども園どんぐり４．２　上利別保育所 ４．２　芽登保育所

４．８　足寄中学校

４．２　螺湾保育所４．８　大誉地小学校

４．８　足寄小学校４．８　足寄高等学校

４．８　螺湾小学校４．８　芽登小学校
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赤間　里子
福祉課認定こども園

どんぐり保育士

年
齢　

40

歳　

出
身　

陸
別
町

趣
味　

整
理
整
頓
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

「
足
寄
町
で
子
育
て
が
で
き
て
良
か
っ
た
と

思
え
る
充
実
し
た
子
育
て
支
援
が
で
き
る
よ

う
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
方
々
へ
の
丁

寧
な
関
わ
り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」

福原　聖良
住民課住民室

主事補

年
齢　

20

歳　

出
身　

足
寄
町

趣
味　

ド
ラ
イ
ブ
、
茶
道

「
笑
顔
・
挨
拶
・
身
だ
し
な
み
を
心
掛
け
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
み
を
も
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
職
員
を
目
指
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」

寺沢　　誠
国民健康保険病院

医長

　

寺
沢
医
長
は
札
幌
医
科
大
学
を
卒
業
後
、

帯
広
厚
生
病
院
等
で
勤
務
。
４
月
１
日
か
ら

町
国
民
健
康
保
険
病
院
の
医
長
と
し
て
１
年

間
の
期
限
付
き
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

年
齢　

28

歳　

出
身　

千
歳
市

趣
味　

料
理
、
旅
行

専
門　

循
環
器
内
科

「
足
寄
町
で
暮
ら
し
始
め
て
、
ま
だ
日
が
浅

い
の
で
、
こ
れ
か
ら
足
寄
町
の
素
敵
な
と
こ

ろ
を
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
地

域
の
方
々
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
診
療
に

励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」

平間　麻希
福祉課認定こども園

どんぐり保育士

年
齢　

35

歳　

出
身　

帯
広
市

趣
味　

ス
キ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ

「
『
元
気
に
、
楽
し
く
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

子
ど
も
た
ち
と
た
く
さ
ん
の
ワ
ク
ワ
ク
を
見

つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。
信
頼
さ
れ
る
保
育

士
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」

須川　幸希
住民課税務室

主事補

年
齢　

18

歳　

出
身　

足
寄
町

趣
味　

釣
り
、
音
楽
鑑
賞

「
町
民
の
皆
さ
ん
と
多
く
接
す
る
こ
と
が
で

き
る
住
民
課
に
配
属
さ
れ
、
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
分
か
ら
な
い
事
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
」

濱本　浩稔
国民健康保険病院

技師

年
齢　

30

歳　

出
身　

帯
広
市

趣
味　

ド
ラ
イ
ブ

「
地
元
の
十
勝
で
働
く
こ
と
が
で
き
嬉
し
い

限
り
で
す
。
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
の
提
供

に
尽
力
し
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
家
族
と
足

寄
の
大
自
然
を
満
喫
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

江端　莉子
国民健康保険病院

看護師

年
齢　

22

歳　

出
身　

音
更
町

趣
味　

美
味
し
い
も
の
め
ぐ
り

「
足
寄
町
の
皆
さ
ん
が
い
き
い
き
と
楽
し
く

生
活
を
送
っ
て
い
け
る
よ
う
に
看
護
師
と
し

て
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。
信
頼
し
て
い

た
だ
け
る
看
護
師
を
目
指
し
努
力
し
ま
す
」

村石　葉子
福祉課子育て支援
センター保育士

年
齢　

44

歳　

出
身　

札
幌
市

趣
味　

犬
の
散
歩

「
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
り
な
が
ら

仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
早
く
仕
事
を
覚
え
て
役
に
立
て

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」關　　紀花

出納課出納室
主事補

年
齢　

18

歳　

出
身　

幕
別
町

趣
味　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
読
書

「
至
ら
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

先
輩
方
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
っ
か
り
聞

き
、
少
し
で
も
早
く
社
会
人
と
し
て
の
自
覚

を
身
に
付
け
た
い
で
す
」

秋山　裕紀
福祉課特別養護
老人ホーム介護士

年
齢　

30

歳　

出
身　

池
田
町

趣
味　

ス
ポ
ー
ツ
全
般
、
読
書

「
介
護
福
祉
士
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
地
域
の
交
流
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」村田　美佳

教育委員会
生涯学習室主事

年
齢　

41

歳　

出
身　

新
得
町

趣
味　

読
書
、
散
歩

「
図
書
館
開
館
に
向
け
た
業
務
に
携
わ
れ
る

こ
と
が
で
き
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
が
素
敵
な
本
に
出
会
え
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
」

窪　薫
総務課
参事

宮川　貴憲
福祉課

総合支援相談室主事

年
齢　

50

歳　
　

出
身　

当
麻
町

趣
味　

読
書

「
道
職
員
と
し
て
林
業
の
振
興
な
ど
に
携
わ

っ
て
き
た
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
を
生

か
し
、
足
寄
町
の
産
業
発
展
や
住
み
よ
い
環

境
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
尽
力
し
ま
す
」

「
４
月
１
日
付
け
で
厚
生
労
働
省
老
健
局
に

２
年
間
研
修
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

福
祉
行
政
の
中
枢
の
仕
事
を
経
験
で
き
る
良

い
機
会
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
足
寄
町
で
の

福
祉
行
政
に
還
元
で
き
る
よ
う
多
く
の
こ
と

を
学
ん
で
き
ま
す
」

新
規
採
用
職
員
を
紹
介
し
ま
す
（
４
月
１
日
付
）

人
事
交
流

町
職
員
研
修

認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り

主
任
保
育
士　
　

安
藤　

裕
子

　
　
　
　
　
　
　

堀
金　

め
ぐ
み

　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

恵
子

保
育
士　
　
　
　

尾
岸　

益
美

　
　
　
　
　
　
　

髙
橋　

喜
美
代

　
　
　
　
　
　
　

宮
口　

香
代
子

　
　
　
　
　
　
　

森
山　

直
子

　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

唯

　
　
　
　
　
　
　

髙
田　

真
吾

　
　
　
　
　
　
　

田
中　

瑞
稀

へ
き
地
保
育
所

主
任
保
育
士　
　

白
川　

啓
美

　
　
　
　
　
　
　

石
川　

洋
子

　
　
　
　
　
　
　


取　

智
子

保
育
士　
　
　
　

西
東　

り
か

　
　
　
　
　
　
　

仲
條　

千
奈
美

　
　
　
　
　
　
　

岩
間　

恵
美

北海道から厚生労働省へ
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イ

ベ

ン

ト

情

報

町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
森
づ
く
り

足

寄

ふ

る

さ

と

花

ま

つ

り

　

緑
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
ニ
ト
リ
北
海
道
応
援
基
金
の
助
成

を
受
け
、
平
成
18

年
の
低
気
圧
で
風
倒
被
害
に
遭
っ
た
里
見
が
丘
の
町

有
林
に
町
木
の
〝
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
〟
５
０
０
本
を
植
樹
し
ま
す
。

　

当
日
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
先
着
２
０
０
人
に
、
足
寄
ふ
る
さ
と

花
ま
つ
り
で
お
使
い
い
た
だ
け
る
食
事
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
な

お
、
雨
天
に
よ
り
足
寄
ふ
る
さ
と
花
ま
つ
り
が
中
止
と
な
っ
た
場
合
は
、

食
事
券
は
配
布
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

開
町
１
１
０
年
記
念

開
町
１
１
０
年
記
念

詳　
　

細　

役
場
経
済
課
林
業
振
興
担
当

 

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
２
４
５

　

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
イ
ベ
ン
ト
〝
足
寄
ふ
る
さ
と
花
ま
つ
り
〟

が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

恒
例
の
カ
マ
ス
挙
げ
大
会
や
町
民
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ

る
ほ
か
、
丸
太
切
り
競
争
や
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
フ
ワ
フ
ワ
ド
ー
ム
、

コ
ロ
ッ
ケ
を
お
い
し
く
食
べ
る
選
手
権
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ご

家
族
、
ご
友
人
を
お
誘
い
の
上
、
焼
き
肉
や
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な

ど
春
の
ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

場　
　

所　

役
場
横
駐
車
場

そ

の

他　

会
場
で
は
、
七
輪
と
炭
を
貸
し
出
し
ま
す
。

詳　
　

細　

役
場
経
済
課
商
工
観
光
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当

 

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
２
５
１

日　
　

時　

５
月
27

日
㈰　

※
雨
天
中
止

　

午
前
９
時
45

分
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
～
雌
阿
寒
太
鼓

　

午
前
10

時　
　

・
町
民
ス
テ
ー
ジ

　

正
午　
　
　
　

・
セ
レ
モ
ニ
ー

　

午
後
０
時
30

分
・
コ
ロ
ッ
ケ
を
お
い
し
く
食
べ
る
選
手
権
予
選

　
　
　
　
　
　
　

・
カ
マ
ス
挙
げ
大
会

　
　
　
　
　
　
　

・
コ
ロ
ッ
ケ
を
お
い
し
く
食
べ
る
選
手
権
決
勝

　

午
後
２
時　
　

・
丸
太
切
り
競
争

　
　
　
　
　
　
　

・
も
ち
ま
き

あ
し
バ
ス
へ
の
ご
意
見
を

募

集

し

て

い

ま

す
！

　

あ
し
バ
ス
（
市
街
地
循
環
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
）
は
平
成
26

年
10

月
か
ら
本
格
運
行
を

開
始
し
、
町
国
民
健
康
保
険
病
院
な
ど
の
医

療
機
関
、
役
場
・
総
合
体
育
館
な
ど
の
公
共

施
設
や
商
店
街
な
ど
を
循
環
し
て
い
ま
す
。

平
成
29

年
４
月
か
ら
本
年
３
月
ま
で
の
１
年

間
で
、
延
べ
１
５
、
７
６
３
人
（
１
日
平
均

54

人
）
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

利
用
料
金
は
１
回
の
乗
車
に
つ
き
１
０
０

円
で
す
が
、
65

歳
以
上
の
方
や
障
が
い
者
、

学
生
等
は
無
料
と
な
り
希
望
者
に
は
無
料
乗

車
パ
ス
ポ
ー
ト
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

あ
し
バ
ス
の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
け

る
「
町
民
の
足
」
と
な
る
よ
う
、
運
行
ル
ー

ト
・
時
刻
表
の
見
直
し
を
検
討
す
る
た
め
、

ご
意
見
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
ご
意
見
は
利
便
性
の
ほ
か
、
効
率
性
、

安
全
性
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
協
議
し
、
で
き
る

限
り
反
映
で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
ま
す
。

詳　
　

細　

役
場
総
務
課
企
画
調
整
担
当

 

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
３
１
９

日　
　

時　

５
月
27

日
㈰　

午
前
９
時
集
合

　
　
　
　
　

※
雨
天
決
行

集
合
場
所　

ネ
イ
パ
ル
足
寄
駐
車
場

そ

の

他　

当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
事

前
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

心

温

ま

る

ご

支

援
、
あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た
！　

　

ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
金

　

「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
）
」
と
は
〝
ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
い
〟〝
ふ

る
さ
と
を
応
援
し
た
い
〟
と
思
う
方
が
、
地

方
公
共
団
体
に
寄
附
を
し
た
場
合
、
２
０
０

０
円
を
超
え
る
額
に
つ
い
て
、
一
定
の
限
度

ま
で
住
民
税
と
所
得
税
が
控
除
さ
れ
る
制
度

で
す
。

全
国
か
ら
の
応
援
に
感
謝
！

　

昨
年
度
は
、
首
都
圏
を
は
じ
め
、
全
国
各

地
に
お
住
ま
い
の
方
々
か
ら
、
４
５
６
４
件
、

７
３
３
３
万
円
を
超
え
る
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
で
公
表
を
希
望
さ

れ
た
方
の
み
、
氏
名
、
寄
附
金
額
な
ど
を
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
平
成
26

年
６
月
か
ら
、
１
万
円

以
上
の
寄
附
を
い
た
だ
い
た
町
外
在
住
の
方

を
対
象
に
、
農
畜
産
物
や
加
工
品
な
ど
、
本

町
の
特
産
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
寄
附
者

か
ら
は
「
毎
年
寄
附
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
魅
力
的
な
特
産
品
と
そ
れ
を
生
み

出
す
地
域
を
応
援
し
て
お
り
ま
す
」
「
美
し

い
自
然
を
い
つ
ま
で
も
守
り
続
け
て
く
だ
さ
い
」

「
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
支
援
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
」
「
お
礼
の
品
が
美
味
し
く
毎
年

寄
附
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
」
な
ど

の
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
「
ふ
る
さ
と
足
寄

応
援
基
金
」
に
積
み
立
て
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
育
む
事
業
、
地
域
産
業
や
観
光

の
振
興
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
守
る
事
業
な

ど
、
寄
附
を
さ
れ
た
方
の
意
向
に
沿
っ
て
本

町
の
発
展
に
寄
与
す
る
事
業
に
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

　

昨
年
度
は
「
ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
基
金
」

を
活
用
し
、
介
護
人
材
確
保
対
策
事
業
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
、
足
寄
高
等
学
校
部
活
動
備

品
の
購
入
、
図
書
室
図
書
購
入
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

協
力
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る
本
町
へ
の
寄

附
促
進
と
地
元
特
産
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
、
販
売

推
進
お
よ
び
地
元
企
業
の
活
性
化
な
ど
の
相

乗
効
果
を
図
る
た
め
、
寄
付
者
に
お
礼
の
品

と
し
て
贈
呈
す
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
事
業
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
礼
の
品
は
、
本
町
の
魅
力
発
信
に
つ
な

が
る
も
の
で
、
か
つ
、
町
内
で
生
産
、
採
取
、

加
工
、
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
る
商
品
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

詳　

細　

役
場
総
務
課
地
方
創
生
推
進
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
０
１

　

本
町
で
は
、
足
寄
町
を
愛
し
、
応
援
し
よ
う
と
す
る
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附
金
を
財

源
と
し
て
各
種
事
業
を
実
施
し
、
魅
力
あ
る
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
平
成
20

年
９
月
に
「
ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

事業イメージ

協力事業者寄附者

足寄町

④特産品の発送

①寄附
②特産品の選択

③住所・氏名

※お礼の品の手配、顧客・配送

等データの適正管理等を行う「と

りまとめ業者」が足寄町と協力

事業者の間に入ります。

そのため、③住所・氏名等のデ

ータは、とりまとめ業者からの

ご連絡となります。
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～保険料率の見直しについて～

■ 保険料率が変わりました

■　保険料の計算方法（平成30年度）

■ 保険料の軽減について（平成30年度）

　被保険者の皆さんにお支払いいただく保険料は、２年ごとに定める保険料率を基に決めることになってい

ます。平成30年・31年度の新しい保険料率は、次のとおりです。

　保険料額は、被保険者が等しく負担する「均等割額」と、所得に応じて負担する「所得割額」の合計で計

算します。

　次の①～②に当てはまる被保険者の方は、保険料が軽減されます。

　世帯の所得に応じて、４段階の軽減があります。

　この制度に加入したとき、被用者保険の被扶養者だった方は、負担軽減のための特例措置として、所得割

がかからず、均等割が５割軽減となります。（５０,２０５円→２５,１０２円）

　なお、所得の状況により、均等割の軽減割合が９割、または8.5割に該当することがあります。

● 軽減は、被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。

● 被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。

● 昭和28年１月１日以前に生まれた方の公的年金等に係る所得については、さらに15万円

　 を引いた額で判定します。

● 年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

● 均 等 割 

（被保険者が等しく負担）

平成28・29年度
（年間）

49,809円

平成30・31年度

（年間）50,205円 （396円増）

● 所 得 割

（被保険者の所得に応じて負担）

平成28・29年度
（年間）

10.51％

平成30・31年度

（年間）10.59% （0.08ポイント増）

● 賦課限度額

（１年間の保険料の上限額）

平成28・29年度
（年間）

57万円

平成30・31年度

（年間）　62万円 （５万円増）

均　等　割
【１人当たりの額】

50,205円

所　得　割
【被保険者本人の所得に応じた額】

（平成29年中の所得－33万円）×10.59％

１年間の保険料
【限度額62万円】

（100円未満切り捨て）

＋ ＝

平成30年度の保険料額は、７月に個別にお知らせします。

① 均等割の軽減

② 被用者保険の被扶養者だった方の軽減

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合 年間の均等割額 前年度比

33万円かつ被保険者全員が所得０円

（年金収入のみの場合、受給額80万円以下）
９割軽減 5,020円 約100円増

33万円 8.5割軽減 7,530円 約100円増

33万円 ＋（27万5千円×世帯の被保険者数） ５割軽減 25,102円 約200円増

33万円 ＋（50万円×世帯の被保険者数） ２割軽減 40,164円 約300円増

詳　細  北海道後期高齢者医療広域連合　　☎０１１－２９０－５６０１

  役場住民課保険担当　　　　　　　☎２５－２１４１内線２１６

児童手当制度のお知らせ
１．児童手当制度の目的

　児童を養育している方に手当を支給することにより、家庭などにおける生活の安定に寄与するとともに、

次代の社会を担う児童の健やかな成長に資することを目的としています。

２．支給対象児童

　中学校修了前までの児童（満15歳以後の最初の３月31日までの間にある児童）

３．受給資格者

　本町に住民登録があり、支給対象児童を養育している父か母など

※共働きの場合は、所得や健康保険の状況などにより主に生計を維持している方

※公務員の方は、勤務先からの支給となります。

詳　　細　役場福祉課福祉担当　☎２５－２１４１内線１４４

　（２）所得制限限度額を超える方

　　　　中学生まで一律　５，０００円

４．所得制限

扶養親族等の数 所得制限限度額（万円） 収入額の目安（万円）

０人 ６２２.０ 　８３３.３

１人 ６６０.０ 　８７５.６

２人 ６９８.０ 　９１７.８

３人 ７３６.０ 　９６０.０

４人 ７７４.０ １００２.１

５人 ８１２.０ １０４２.１

５．支給額

　（１）所得制限限度額未満の方

３歳未満 １５,０００円

３歳以上

小学校修了前

１０,０００円

（第３子以降は１５,０００円）

中学生 １０,０００円

現況届

　児童手当を受給されている方は、継続して手当を受給するために毎年現況届の提出が必要です。

６月初旬頃に児童手当を受給されている方に必要書類を送付しますので、６月中に必ず提出して

ください。提出された現況届により受給資格を確認しますが、提出が無い場合には６月分以降の

支給が差止めになりますのでご注意ください。
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ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
66
回

毎
年
５
月
は
「
消
費
者
月
間
」

「
と
も
に
築
こ
う　

豊
か
な
消
費
社
会

 

～
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
～

」

　

消
費
者
と
事
業
者
の
間
に
は
交
渉
力
や
情

報
な
ど
の
面
で
格
差
が
あ
り
、
消
費
者
が
不

利
な
立
場
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
消
費
者
が
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
「
消
費

者
保
護
基
本
法
」
（
消
費
者
基
本
法
の
前
身
）

が
昭
和
43

年
５
月
に
施
行
さ
れ
、
そ
の
法
律

の
施
行
20

周
年
を
機
に
毎
年
５
月
が
消
費
者

月
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
消
費
者
月
間
」
で
は
毎
年
、
統
一
テ
ー

マ
を
設
け
て
全
国
で
消
費
者
問
題
に
関
す
る

啓
発
・
教
育
な
ど
の
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

Ｑ

：

今
年
の
テ
ー
マ
の
意
図
は
な
ん
で
す
か
。

Ａ

：

テ
ー
マ
は
平
成
27

年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト

で
採
択
さ
れ
た
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

持
続
可
能
な
世
界
の
実
現
の
た
め
の
国
際
目

標
に
添
っ
て
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
消
費
者
が

自
分
の
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
行
動
し
て
い

く
た
め
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
期
待
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ

：

「
豊
か
な
消
費
社
会
」
っ
て
ど
う
い
う

こ
と
で
す
か
。

Ａ

：

「
消
費
者
が
安
全
・
安
心
で
豊
か
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
」
を
い
い
ま
す
。

悪
質
商
法
の
被
害
に
遭
わ
な
い
こ
と
も
大
切

で
す
し
、
持
続
可
能
な
世
界
の
実
現
に
向
け

た
「
エ
シ
カ
ル
消
費
」
も
重
要
な
項
目
の
一

つ
で
す
。

Ｑ

：

「
エ
シ
カ
ル
消
費
」
っ
て
聞
き
な
れ
な

い
言
葉
で
す
が
ど
ん
な
こ
と
を
い
う
の
で
す

か
。

Ａ

：

エ
シ
カ
ル
と
は
「
倫
理
的
な
、
道
徳
上
の
」

と
い
う
意
味
で
す
。
エ
シ
カ
ル
消
費
は
自
分

の
た
め
に
「
良
い
も
の
を
も
っ
と
安
く
た
く

さ
ん
ほ
し
い
」
と
い
う
利
己
的
な
消
費
で
は

な
く
、
地
球
温
暖
化
や
環
境
問
題
、
高
齢
化

や
雇
用
、
ま
た
発
展
途
上
国
の
貧
困
や
児
童

労
働
な
ど
の
社
会
的
な
課
題
に
対
し
、
消
費

者
が
自
分
の
消
費
を
通
じ
て
解
決
し
よ
う
と

す
る
こ
と
で
す
。

　

一
見
難
し
そ
う
で
す
が
、
エ
シ
カ
ル
消
費

は
日
常
生
活
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣
い
か

ら
始
め
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球

へ
の
切
替
え
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
す
る
、

賞
味
・
消
費
期
限
の
近
い
食
品
を
購
入
す
る

こ
と
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
食
品
ロ

ス
の
削
減
に
繋
が
り
ま
す
。
ま
ず
は
自
分
が

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

エ

：

え
い
き
ょ
う
（
影
響
）
を

シ

：

し
っ
か
り

カ
ル

：

か
ん
が
え
る

詳　

細

消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

 

☎

28

－

０
５
８
５

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

 

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

本
町
に
は
町
長
か
ら
推
薦
さ
れ
て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
３

人
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
基
本
原
理
と
す
る
日

本
国
憲
法
の
下
で
、
人
権
に
関
す
る
諸
制
度
の
整
備
や
諸
施
策

の
推
進
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
状
は
同
和
問
題
な
ど
社
会
的
身
分
や
門
地
に
よ

る
不
当
な
差
別
や
人
種
、
信
条
、
性
別
な
ど
に
よ
る
差
別
や
人

権
侵
害
が
存
在
し
、
ま
た
国
際
化
、
高
齢
化
、
少
子
化
、
情
報

化
等
の
社
会
変
化
に
伴
い
、
人
権
に
関
す
る
新
た
な
課
題
も
生

じ
て
き
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
い
つ
で
も
地
域
住
民
か
ら
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
離
婚
相
談
な
ど
の
家
庭
内
の
問
題
や
借
地
借
家
等

の
問
題
、
隣
近
所
の
も
め
事
な
ど
、
幅
広
い
内
容
に
対
応
し
ま

す
。

　

学
校
や
職
場
、
地
域
社
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
皆
さ

ん
が
「
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
感
じ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
難
し
い
手
続
き
も
あ
り
ま
せ
ん
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◆
特
設
人
権
相
談
所
開
設

　

日　

時　

６
月
１
日
㈮

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

　

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
は
、
行
政
相
談
委
員
法
に
基
づ
き
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

行
政
相
談
委
員
が
、
国
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
の
苦
情
そ
の
他
相
談
や
意

見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
相
談
者
と
関
係
行
政
機
関
の
間
に
立
っ
て
、
公

正
・
中
立
の
立
場
か
ら
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を
行
う
も
の
で
す
。

こ
ん
な
相
談
あ
り
ま
せ
ん
か
。

・
国
道
の
道
路
標
識
が
わ
か
り
に
く
い

・
国
の
施
設
を
も
っ
と
使
い
や
す
く
し
て
ほ
し
い

　
な
ど
の
苦
情
や
要
望
に
つ
い
て
、
行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
釧
路
行
政
評
価
分
室
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
『
行
政
苦
情
１
１
０
番
』
☎
０
５
７
０

－

０
９
０
１
１
０

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

行
政
へ
の
相
談
・
苦
情
は

行
政
相
談
委
員
へ

小　林　雅　子さ
ん 國　見　　　勲さ

ん西　東　文　雄さ
ん

行政相談委員

人 権 擁 護 委 員

先　崎　三　朗さ
ん

南１－４　☎25－4974

◆
定
例
行
政
相
談
会

　
日　

時　
毎
月
第
３
火
曜
日

　　　　　
午
後
１
時
30

分
～
３
時

　
場　

所　
社
会
福
祉
協
議
会

◆
行
政
相
談
所
開
設

　
日　

時　
６
月
１
日
㈮

　　　　　
午
後
１
時
～
３
時

　
場　

所　
町
民
セ
ン
タ
ー【

ポ
イ
ン
ト
！
】

　

私
た
ち
の
「
消
費
」
に
は
社
会
を
変
え
る

力
が
あ
り
ま
す
。
公
正
か
つ
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
の
た
め
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
を

見
つ
け
、
継
続
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。
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―
足
寄
高
等
学
校
―

未
来
に
輝
け
！

学
校
を
先
輩
方
と
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

人
間
関
係
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座

　

４
月
11

日
、
ネ
イ
パ
ル
足
寄
の
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
五
十
嵐
さ
ん

を
講
師
に
招
き
、
１
年
生
を

対
象
と
し
た
「
人
間
関
係
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
言
葉
を

発
せ
ず
に
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
の
み
で
誕
生
日
順

の
輪
に
な
る
活
動
や
、
傾
聴
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

Ａ
４
用
紙
で
で
き
る
だ
け
高
い
タ
ワ
ー
を
作

り
競
い
合
う
活
動
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
活

動
を
通
じ
て
、
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
意
味
を
考
え
、
友
人
や
身
近
な
人
た

ち
と
の
付
き
合
い
方
を
振
り
返
り
、
仲
間
と

協
力
し
何
か
を
や
り
遂
げ
る
こ
と
の
意
義
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
近
年
の
メ
デ

ィ
ア
環
境
ゆ
え
に
、

対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
苦
手

と
す
る
子
ど
も
が

増
え
て
い
る
中
、

今
後
に
生
か
す
こ

と
の
で
き
る
学
習

と
な
り
ま
し
た
。

詳　

細　

足
寄
高
等
学
校
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マ
ダ
ニ
の
仲
間
は
ク
モ
綱
ダ
ニ
目
マ
ダ
ニ

科
に
属
し
、
北
海
道
に
は
ヤ
マ
ト
マ
ダ
ニ
、

シ
ュ
ル
ツ
ェ
マ
ダ
ニ
、
フ
タ
ト
ゲ
チ
マ
ダ
ニ
、

ツ
リ
ガ
ネ
チ
マ
ダ
ニ
、
キ
チ
マ
ダ
ニ
等
が
生

息
し
て
い
ま
す
。
足
寄
の
野
山
で
最
も
多
く

み
ら
れ
る
の
が
、
ヤ
マ
ト
マ
ダ
ニ
と
シ
ュ
ル

ツ
ェ
マ
ダ
ニ
で
両
種
と
も
春
の
雪
解
け
直
後

か
ら
出
現
し
、
秋
頃
ま
で
見
ら
れ
ま
す
が
、

ヒ
ト
の
刺
症
例
は
５
～
７
月
に
多
く
な
っ
て

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
余
談
で
す
が
、
マ

ダ
ニ
は
真
空
状
態
で
も
生
存
で
き
る
強
靭
な

生
物
で
す
。
山
菜
採
り
や
魚
釣
り
等
で
野
山

へ
出
か
け
る
際
は
、
長
袖
や
長
ズ
ボ
ン
で
マ

ダ
ニ
と
の
接
触
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

詳　

細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

 

（
壁
村
勇
二
・
内
海
泰
弘
）
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い
ま
す
。
草
原
や
林
内

な
ど
に
広
く
生
息
し
、

林
道
と
け
も
の
道
の
交

点
付
近
に
多
く
潜
ん
で

い
る
よ
う
で
す
。

　

マ
ダ
ニ
は
成
長
や
繁

殖
の
た
め
に
動
物
の
血

液
を
必
要
と
し
、
吸
血

の
際
に
分
泌
さ
れ
る
唾

液
を
介
し
て
ラ
イ
ム
病
、

回
帰
熱
、
ダ
ニ
媒
介
脳

炎
な
ど
の
ダ
ニ
媒
介
感

染
症
が
引
き
起
こ
さ
れ

ま
す
。
西
日
本
で
は
近

年
、
マ
ダ
ニ
が
媒
介
す

る
重
症
熱
性
血
小
板
減

少
症
候
群
で
多
く
の
方

が
亡
く
な
っ
て
お
り
、

北
海
道
で
も
ダ
ニ
媒
介

脳
炎
に
よ
る
死
亡
事
例

シュルツェマダニ

マダニ

15
Vol.

入
学
式

　

４
月
８
日
、
平
成
30

年
度
入
学
式
が
挙
行

さ
れ
、
近
年
最
多
、
66

人
の
新
入
生
が
足
寄

高
等
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
一
人
一
人
が

安
心
・
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
り
、
自
己

実
現
を
果
た
せ
る
３
年
間
に
な
る
よ
う
教
職

員
一
同
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

新
入
生
歓
迎
会

　

４
月
10

日
、
新
入
生
歓
迎
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
校
歌
披
露
、
教
職
員
紹
介
、
生
徒
会

作
成
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
に
よ
る
足
寄
高
等

学
校
の
紹
介
、
そ
し
て
部
活
動
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。
部
活
動
紹
介
は
各
部
と
も
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
、
趣
向
を
凝
ら
し
、
１
年
生
に
ぜ

ひ
と
も
入
部
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
伝
わ
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
に

は
、
ぜ
ひ
部
活
動
に

加
入
し
、
部
活
動
を

通
し
て
し
か
得
ら
れ

な
い
経
験
を
積
ん
で

も
ら
い
、
足
寄
高
等

平
成
30
年
４
月
か
ら

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

み
ん
な
の
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替
が
お
得
で
便
利
で
す
 

　

今
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国

保
」
と
い
い
ま
す
）
は
、
市
町
村
が
個
々

に
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
30

年
4

月
か
ら
は
、
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責

任
主
体
と
な
り
、
安
定
的
な
財
政
運
営
等
、

国
保
運
営
に
中
心
的
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

医
療
費
な
ど
国
保
の
事
業
に
必
要
な
お

金
を
各
市
町
村
が
納
付
金
と
し
て
都
道
府

県
に
納
め
ま
す
。
納
付
金
は
、
都
道
府
県

が
各
市
町
村
の
医
療
費
水
準
や
所
得
水
準

な
ど
を
基
に
市
町
村
ご
と
に
決
定
し
、
併

せ
て
納
付
金
の
納
付
に
必
要
な
市
町
村
ご

と
の
標
準
保
険
税
率
を
示
し
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
都
道
府
県
が
示
し

た
納
付
金
の
納
付
に
必
要
な
標
準
保
険
税

率
を
参
考
に
保
険
税
率
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

国
保
制
度
を
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
に

維
持
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
改
正
で
す

の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳　

細　

役
場
住
民
課
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平成30年度からの新しい税率

【平成30年度の納付方法と割引される金額の比較表】

医療保険分 後期高齢者支援金分 介護保険分

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後

所得割 5.90％ 6.90％ 2.20％ 2.36％ 0.90％ 1.44％

均等割 26,000円 27,000円 7,500円 8,900円 7,500円 7,400円

平等割 27,000円 18,000円 8,500円 6,200円 6,000円 3,800円

　

国
民
年
金
加
入
者
の
皆
様
に
、
口
座
振
替
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
い
た
場
合
の
「
便

利
」
で
「
お
得
」
な
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
と
、
自
動
引
き
落
と
し
で
納
め
忘
れ
の
心
配

が
無
く
、
金
融
機
関
等
へ
行
く
手
間
と
時
間
が
省
け
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
前
納
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
現
金
で
月
々
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
に
比

べ
て
割
引
に
な
り
大
変
お
得
で
す
。

申
込
方
法

　

口
座
振
替
申
出
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入
・

押
印
（
金
融
機
関
の
届
出
印
）
し
、
年
金
事

務
所
の
窓
口
に
お
申
し
込
み
を
さ
れ
る
か
、

ご
郵
送
く
だ
さ
い
。
ま
た
金
融
機
関
窓
口
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

前
納
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

◦

口
座
振
替
の
平
成
30

年
度
分
６
カ
月
前
納

（
10

月
～
翌
年
３
月
分
）
の
締
切
日
は
、

平
成
30

年
８
月
31

日
で
す
。

◦

口
座
振
替
で
の
平
成
31

年
度
分
６
カ
月
前

納
（
４
月
～
９
月
分
）
・
１
年
前
納
・
２

年
前
納
の
締
切
日
は
平
成
31

年
２
月
28

日

で
す
。

※
保
険
料
が
一
部
免
除
さ
れ
た
方
は
、
口
座

振
替
の
前
納
制
度
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

せ
ん
。

詳　

細

帯
広
年
金
事
務
所

 

☎

０
１
５
５

－

25

－

８
１
１
３

役
場
住
民
課
戸
籍
年
金
担
当

 

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
２
１
１

前 納 種 類

割　引　額

口 座 振 替
現金 (納付書）納付

クレジットカード納付 

毎月納付（翌月末納付） － －

早割（当月末振替） 50円 －

６カ月前納 1,110円 800円

１年前納 4,110円 3,480円

２年前納 15,650円 14,420円

国民年金保険料額（月額）

・平成30年度　１６,３４０円

・平成31年度　１６,４１０円
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Ⓕ…ファックス

Ⓗ…ホームページアドレス

Ⓜ…メールアドレス

お
知
ら
せ

納
期
内
に
自
動
車
税
を
納
め
ま
し
ょ
う

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31

日
㈭
で
す
。

納
税
通
知
書
が
５
月
７
日
㈪
に
発
送
さ
れ
ま

す
の
で
、
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
住
所
が
変
更
に
な
っ
た
時
や
自
動

車
を
売
買
し
た
時
、
廃
車
に
し
た
時
は
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

詳
細　

十
勝
総
合
振
興
局
納
税
課

☎

０
１
５
５

－

27

－

８
５
３
３

身
体
障
が
い
者
の
方
の
軽
自
動
車
税

減
免
に
つ
い
て

　

身
体
な
ど
に
障
が
い
が
あ
る
方
の
た
め
に

使
用
す
る
自
動
車
で
、
一
定
の
要
件
に
当
て

は
ま
る
も
の
は
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
の

減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
減
免
の
適
用
は
１
台
限
り
で
す
。

普
通
乗
用
車
等
で
減
免
を
受
け
て
い
る
方
は

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

申
請
期
限　

５
月
24

日
㈭

申
請
に
必
要
な
も
の　

身
体
障
害
者
手
帳
等
、

自
動
車
運
転
免
許
証
、
自
動
車
検
査
証
、
軽

自
動
車
税
納
税
通
知
書
、
印
鑑

詳
細　

役
場
住
民
課
課
税
担
当

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
２
３
３

平
成
30
年
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

工
業
統
計
調
査
は
日
本
の
工
業
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
統
計
法
に

基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で
す
。

調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
な

ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
時
点
は
６
月
１
日
で
す
。
調
査
票
へ
の

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細　

役
場
総
務
課
企
画
調
整
担
当

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
３
１
９

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

①
下
愛
冠
１
丁
目
２
号
通
整
備
工
事
の
た
め
、

次
の
通
り
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
工
事
中

は
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
が
、
区
間
内
住
民

の
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
交
通
は
確
保

し
ま
す
。

工
事
箇
所　

下
愛
冠
１
丁
目

工
事
期
間　

７
月
27

日
㈮
ま
で

②
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
（
共
栄
橋
）
工
事
の

た
め
、
次
の
通
り
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
一
時
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

工
事
箇
所　

芽
登

工
事
期
間　

10

月
31

日
㈬
ま
で

詳
細　

役
場
建
設
課
土
木
担
当

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
３
６
２

国
保
特
定
健
診
・
生
保
・
す
こ
や
か
・

小
児
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
・
各

種
検
診
の
お
知
ら
せ

日
時　

６
月
26

日
㈫
～
28

日
㈭
午
前
６
時
～

10

時
（
先
着
順
時
間
予
約
制
）

場
所　

生
涯
学
習
館
（
旧
足
寄
東
小
学
校
体

育
館
）

申
込
期
限　

５
月
31

日
㈭
午
後
５
時
ま
で

そ
の
他　

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料
。

詳
細　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

☎

25

－
２
５
７
１

６
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発

月
間
」
で
す

　

外
国
人
を
雇
い
入
れ
る
場
合
は
次
の
３
点

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
①
就
労
が
認
め
ら

れ
る
在
留
資
格
で
あ
る
こ
と
。
②
雇
い
入
れ
・

離
職
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
届
け
出
を
行
う
こ
と
。
③
社
会
保
険
等

の
加
入
を
は
じ
め
、
適
正
な
雇
用
管
理
を
行

う
こ
と
。

詳
細　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
帯
広

☎

０
１
５
５

－

23

－

８
２
９
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
池
田

☎

０
１
５

－

５
７
２

－

２
５
６
１

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
補
助
職
員
（
調

理
員
）
を
募
集
し
ま
す

募
集
人
数　

１
人

業
務
内
容　

学
校
給
食
の
提
供
に
関
す
る
業

務
全
般
（
調
理
、
洗
浄
、
清
掃
等
）

勤
務
時
間　

午
前
８
時
～
午
後
４
時
※
時
間

に
変
動
が
あ
る
日
も
あ
り
ま
す
。

給
与　

・
有
資
格
者
（
５
年
未
満
）
１
日
（
７

時
間
）
７
，
０
２
８
円　

・
無
資
格
者
１
日

（
７
時
間
）
６
，
３
９
８
円

応
募
方
法　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
持
参

の
上
、
役
場
総
務
課
職
員
担
当
ま
で
本
人
が

お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳
細　

教
育
委
員
会
給
食
セ
ン
タ
ー

☎

25

－

２
５
７
３

善
意
の
ご
寄
付
・
ご
寄
贈
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す

町
へ

・
㈱
横
山
電
気
商
会
（
横
山
協
司
代
表
取
締

役
）
か
ら
図
書
館
新
設
に
伴
う
図
書
整
備
の

た
め
に

 

１
０
０
万
円

新
入
学
の
小
学
１
年
生
へ

・
足
寄
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
進
藤
正
二
会

長
）
か
ら

 

防
犯
ブ
ザ
ー

本別町から陸別町から

ほんべつ健康ウイーク2018オフロードバトル2018

　本別町教育委員会では、運動の実践により健

康な心と身体を養う活動強化週間として、５月

28日から６月３日まで「ほんべつ健康ウイーク

２０１８」を開催します。期間中は、体育施設

の無料開放のほか、気軽に参加できるスポーツ

大会などを実施いたします。皆さんの参加をお

待ちしています。

主なイベント

「神居山と諏訪山に登ろう！」

日　時　５月30日㈬　午後１時30分～

場　所　道の駅ステラ★ほんべつ東側入口 要申込

「太陽の丘パークゴルフ大会」

日　時　６月３日㈰　午前９時～

場　所　太陽の丘パークゴルフ場　要申込

参加料　１，５００円

※他にも、町体協加盟団体などが各種大会や体

験会などを行います。詳しくは町ホームペー

ジをご覧ください。

詳　細　本別町体育館内スポーツ担当

　　　　☎２２－２３３１

　今年の陸別のモータースポーツの幕開けとな

る「オフロードバトル２０１８」が開催されます。

　バギー車とＡＴＶによる白熱のレースをぜひ

ご観戦ください。

日　時　５月20日㈰　午前９時スタート

場　所　陸別サーキット（陸別町ウエンベツ）

入場料　大人　１，２００円

　　　　（高校生以下無料）

詳　細　陸別町役場産業振興課商工業振興担当

　　　　☎２７－２１４１内線１３５

ご
寄
付
・
ご
寄
贈

募　

集

健 診 名 対　象（年度内年齢） 料　　　金

国保特定健診 ・町国民健康保険加入者（40歳～74歳）
無料
※次の検査をした場合は別途
　追加料金が掛かります。
・心 電 図　１，６２０円
・眼底検査　１，０８０円

生保・すこやか
小児健診

・町民（35歳～39歳）
・小学４年生～中学３年生
・生活保護受給者（40歳以上）

後期高齢者健診 ・町後期高齢者医療保険加入者（75歳以上）

胃・肺・大腸がん検診
・40歳以上の方
　※節目検診で別途個別通知が届いた方は

無料

・胃 が ん：２，１００円
・肺 が ん：５００円
・大腸がん：７００円

前立腺がん検診 ・50歳以上の男性の方 ９００円

肝炎ウイルス検診
・肝炎ウイルス検査を受けたことがない方
　（35歳以上）
　※70歳以上の方は無料

・Ｃ型肝炎ウイルス検診：５００円
・Ｂ型肝炎ウイルス検診：３００円

エキノコックス検診 ・小学３年生以上の町民（５年に１回） ４００円（中学生以下無料）

国道
２４
２号



掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで

今月の表紙

広報あしょろ５月号　№７８１

発　行：足寄町

編　集：総務課総務室　☎25－2141　内線335

〒089-3797　北海道足寄郡足寄町北１条４丁目48番地１

http://www.town.ashoro.hokkaido.jp

☆４月、野中正造さんがギネス世界記録

「存命中の世界最高齢の男性」に認定

され、全国的なニュースになりました。

公式認定証授与が行われた野中温泉に

は、本当に多くの報道機関が集まり、

テレビで見るようなフラッシュの連続。

めったに見ることができない光景に少

し興奮してしまいました。

☆ギネス世界記録に加え、町からは町民

栄誉賞、野中さんの好きなケーキが贈

られたほか、役場前には懸垂幕が掲げ

られ町を挙げてのお祝いムードでした。

☆野中さんには甘いものを食べて、もっ

ともっと長生きしてほしいですね。

山下　善
ぜん

太
た

郎
ろう

ち
  ゃ
   ん

 （平成28年５月30日生まれ）

　いつも元気でポッチャリな善

ちゃんは山下家のアイドル。車

とご飯が大好きで、お腹が空く

と機嫌が悪くなるのでスニッカ

ーズかなと思うこの頃です。

 侑他・優子さんの子

 （下愛冠）

　４月10日㈫に行われた「野中正造さんギネス

世界記録公式認定証授与」でのスナップです。

  （⇒５ページ）　

ひとのうごき

４月末の住民基本台帳

人　口　　６，９８２　人　（＋40)

　男　　　３，３９５　人　（＋31)

　女　　　３，５８７　人　（＋９)

世　帯　　３，５４７世帯（＋42)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民

を含んだ数値となっています。

管野　あまね
ち
  ゃ
   ん

 （平成28年５月25日生まれ）

　お兄ちゃんのマネッコが大好

きでおちゃらけボーイ。きかん

坊だけれど、あまねの笑顔にい

つも助けられているよ！パパと

ママの大切な宝物だよ。

 寛政・佑那さんの子

 （北３条２丁目）
平瀨　晴

はる

基
き

ち
  ゃ
   ん

 （平成28年５月22日生まれ）

　朝ドラの歌が始まるとニコニ

コでリズムに乗り始めるはる君。

いつも周りを笑顔にしてくれて

ありがとう。これからも元気い

っぱい、大きくなってね。

 暁也・智子さんの子

 （栄町）


